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会
　
期
　
令
和
7
年
4
月
23
日
（
水
）
～
7
月
13
日
（
日
）

観
覧
料
　
一
般
…
100
円
、
高
校
・
大
学
生
…
50
円
、

　
　
　
　
中
学
生
以
下
…
無
料

休
館
日
　
月
曜
日
（
祝
休
日
の
場
合
は
翌
日
）

展
示
品
解
説
　

5
月
10
日
（
土
）・
6
月
1
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
①
10
時
30
分
～
11
時
　
②
14
時
～
14
時
30
分

展
示
品
の
作
者
一
覧
　
　

細
井
広
沢
　
亀
田
鵬
斎
　
巻
　
菱
湖
　
丹
羽
海
鶴
　
服
部
擔
風
　

豊
道
春
海
　
川
村
驥
山
　
清
水
比
庵
　
藤
岡
保
子
　
長
谷
川
流
石
　

林
　
楽
園
　
仲
田
幹
一
　
手
島
右
卿
　
野
中
鳴
雪
　
堀
　
桂
琴
　

藤
田
東
谷
　
伊
藤
参
州
　
松
田
江
畔
　
宮
本
竹
逕
　
坪
井
正
庵
　

中
林
子
鶴
　
井
野
吟
紅
　
長
谷
川
牧
風
　
山
川
昌
泉
　
武
内
幽
華
　

中
村
立
強

　
筆
で
書
い
た
一
本
の
線
の
軌
跡
が
“
書
”
で
す
。
い
ち
ど
書

い
た
線
の
上
か
ら
線
を
重
ね
て
修
正
す
る
こ
と
は
基
本
的
に
あ

り
ま
せ
ん
。
二
度
と
同
じ
作
品
が
生
ま
れ
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、

一
点
一
画
す
べ
て
が
一
回
き
り
の
も
の
な
の
で
す
。

　
そ
し
て
書
は
、
そ
の
筆
脈
を
多
く
の
人
が
共
有
で
き
る
と
こ

ろ
に
大
き
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
書
に
は
筆
順
が
あ
り
書
き
直

し
を
し
な
い
た
め
、
鑑
賞
者
が
筆
の
動
き
を
読
み
取
り
、
時
間

の
経
過
を
た
ど
っ
て
作
品
が
仕
上
が
る
様
を
追
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
と
え
古
い
時
代
に
書
か
れ
た
も
の
か
ら
で
も
、

書
い
た
人
の
息
づ
か
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
館
蔵
品
展
「
一
回
性
の
美
学
」
で
は
、
筆
の
動
き
を
読
み
取

り
や
す
い
行
書
・
草
書
の
作
品
や
、
淡
墨
で
書
か
れ
た
作
品
を

中
心
に
展
示
し
ま
す
。
書
に
お
い
て
の
「
一
回
性
」
と
い
う
特

徴
を
こ
こ
ろ
に
留
め
な
が
ら
作
品
を
鑑
賞
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

書
の
お
も
し
ろ
さ
、
奥
深
さ
を
感
じ
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸

い
で
す
。
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一
点
一
画
す
べ
て
が
一
回
き
り
。

　
　
　
　
　
　
そ
の
潔
さ
が
書
の
魅
力
。
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は
、
そ
の
後
同
寺
尊
勝
院
の
林
観
房
聖
詮
か
ら
倶
舎
論
や

華
厳
な
ど
を
学
ん
だ
。
青
年
期
に
お
け
る
明
恵
は
、
高
雄

と
東
大
寺
の
間
を
行
き
来
し
、
尊
勝
院
に
寄
宿
し
て
華
厳

経
に
つ
い
て
修
学
し
た
と
い
わ
れ
る
。
だ
が
、
門
閥
に
と

ら
わ
れ
た
南
都
寺
院
の
修
行
に
疑
義
を
呈
し
、
生
母
湯
浅

氏
の
援
助
を
受
け
、
紀
伊
有
田
郡
に
草
庵
を
建
立
、
同
地

で
の
修
行
修
学
に
励
む
に
至
っ
た
。
三
十
四
歳
の
時
、
後

鳥
羽
院
よ
り
高
雄
の
奥
、
栂と

が
の
お尾

の
地
を
賜
わ
り
、
高
山
寺

を
建
立
し
て
華
厳
の
道
場
と
成
し
た
。

　
明
恵
は
末
世
濁
世
に
生
を
受
け
た
こ
と
に
起
因
し
、
釈

尊
追
懐
の
念
を
心
底
に
と
ど
め
、
実
際
に
聖
地
イ
ン
ド
へ

の
渡
航
を
生
涯
二
度
も
企
て
た
が
、
こ
の
計
画
は
、
春
日

大
明
神
の
神
託
に
よ
り
中
止
を
や
む
な
く
さ
れ
た
。

　【
図
１
】
は
明
恵
筆
「
大
唐
天
竺
里
程
書
」（
一
幅
・
高

山
寺
蔵
・
重
文
）
で
あ
る
。
明
恵
は
早
く
か
ら
自
ら
仏
陀

の
遺
跡
を
巡
礼
し
て
如
来
在
世
の
本
意
を
確
信
し
た
い
と

念
願
し
て
い
た
。
こ
の
里
程
書
は
、
そ
の
所
願
を
書
き
示

し
た
も
の
で
あ
り
、
大
唐
長
安
京
よ
り
摩
訶
陀
国
王
舎
城

へ
の
行
程
を
書
き
記
し
た
意
欲
あ
ふ
れ
る
記
載
と
窺
え
る
。

明
恵
の
書
は
、
一
般
的
に
は
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
が
多

く
残
さ
れ
、
和
様
の
趣
で
あ
る
が
、
こ
の
里
程
書
の
書
風

は
、
宋
の
漢
字
書
法
を
窺
わ
せ
る
。

　
明
恵
の
弟
子
・
恵
日
坊
成
忍
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
国
宝

「
明
恵
上
人
像
（
樹
上
坐
禅
像
）」（
高
山
寺
蔵
）
一
幅
の

絵
に
加
筆
し
た
明
恵
自
筆
と
さ
れ
る
賛
の
書
は
、
ま
さ
に

こ
の
「
大
唐
天
竺
里
程
書
」
と
同
筆
と
思
わ
れ
、
宋
書
風

の
影
響
下
に
よ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
平
安
末
期
か
ら

鎌
倉
に
か
け
て
、
書
道
史
に
お
い
て
、
中
国
の
宋
の
書
が

日
本
の
書
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
容
認
さ

れ
て
い
る
。

　
一
方
、【
図
２
】
明
恵
筆
「
書
状
」（
一
幅
・
陽
明
文
庫

蔵
・
重
文
）
の
文
面
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
上
蓮
御
房
に

　
明み

ょ
う
え恵

〈
一
一
七
三
︱
一
二
三
二
〉
は
鎌
倉
時
代
の

僧
。
京
都
・
高
山
寺
の
開
山
で
あ
る
。
法
諱
は
承
元
二
年

〈
一
二
〇
八
〉
三
十
六
歳
頃
ま
で
は
成
弁
、
同
四
年
頃
か

ら
高
弁
と
称
さ
れ
た
。
明
恵
は
法
号
。

　
紀
伊
有
田
郡
の
人
。
父
は
平
重
国
で
高
倉
院
の
武
者
所

に
仕
え
た
人
物
。
母
は
有
田
郡
一
帯
に
勢
力
を
も
っ
た
湯

浅
宗
重
の
女
で
あ
る
。
母
方
の
叔
父
に
真
言
僧
侶
で
歌
人

で
あ
っ
た
上
覚
（
高
雄
山
神
護
寺
の
文
覚
に
師
事
）
が
い

る
。
八
歳
で
両
親
に
死
別
し
て
神
護
寺
に
入
山
し
た
明
恵

に
と
っ
て
、
上
覚
は
庇
護
者
で
あ
り
師
で
も
あ
っ
た
。

　
十
六
歳
で
東
大
寺
戒
壇
院
に
て
具
足
戒
を
受
け
た
明
恵

古
　
谷
　
　
稔

新
・
本
朝
能
書
伝 

10

明
恵

図
2
　
明
恵
筆
書
状
（
陽
明
文
庫
蔵
）
部
分

図
1
　
明
恵
筆
「
大
唐
天
竺
里
程
書
」（
高
山
寺
蔵
）
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宛
て
た
も
の
で
、
二
月
六
日
の
日
付
に
「
高
弁
上｣

（
高

弁
た
て
ま
つ
る
）
の
署
名
を
付
す
。
石
清
水
八
幡
宮
の
御

正
体
で
あ
る
鏡
三
面
を
、
上
蓮
房
上
西
の
も
と
に
使
者
に

託
し
て
送
り
届
け
た
様
子
が
垣
間
見
ら
れ
、
石
清
水
宮
に

明
恵
が
滞
在
中
の
筆
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

　「
八
幡
御
正
体
三
面
奉
渡
候
云
々
」
と
、
懐
の
大
き
い

文
字
構
え
と
と
も
に
、
力
強
く
堂
々
と
し
た
和
様
書
風
で

あ
る
。
墨
の
濃
淡
や
、
筆
圧
の
強
弱
に
も
工
夫
が
凝
ら
さ

れ
、
本
文
の
書
き
始
め
か
ら
末
尾
に
至
る
ま
で
、
運
筆
は

滞
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
冒
頭
の
文
面
末
尾
に
あ
た
る
返

し
書
き
「
其
後
御
草
庵
云
々
」
に
も
精
細
な
神
経
が
注
が

れ
、
書
状
全
体
に
漢
字
書
法
に
裏
打
ち
さ
れ
た
明
恵
な
ら

で
は
の
見
事
な
書
が
体
現
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
明
恵
の
生
涯
に
お
い
て
、「
夢
」
の

存
在
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
明
恵
に
と
っ
て
、
夢
は
す
べ

て
記
述
さ
れ
る
も
の
で
、
覚
醒
時
の
体
験
と
等
し
い
価
値

を
有
す
る
と
の
認
識
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　【
図
３
】
の
明
恵
筆
「
夢ゆ

め
の
き記

」（
一
巻
・
陽
明
文
庫
蔵
・

重
文
）
は
、
書
状
よ
り
も
さ
ら
に
自
由
で
柔
和
な
趣
で
書

き
連
ね
た
書
風
を
展
開
す
る
。
明
恵
の
十
九
歳
か
ら
晩
年

に
わ
た
り
四
十
年
間
も
の
長
き
に
わ
た
り
、
書
き
続
け
た

も
の
で
、
現
存
す
る
遺
品
は
諸
家
に
分
蔵
さ
れ
る
。

　
本
巻
の
部
分
に
注
目
す
る
と
、
あ
る
夜
の
夢
に
明
恵
自

ら
の
傍
ら
で
女
房
が
顔
面
を
覆
っ
て
哭
し
た
り
、
ま
た
、

東
大
寺
と
覚
し
き
所
に
あ
る
塔
の
近
く
に
大
仏
よ
り
巨
大

な
女
像
に
接
し
た
こ
と
な
ど
、
奇
怪
な
夢
の
情
景
を
描
き

記
し
て
い
る
。
詳
細
は
略
す
る
が
、「
夢
記
」
は
明
恵
の

書
に
お
け
る
大
き
な
存
在
を
示
し
て
い
る
。

　
書
状
と
は
異
な
り
、
本
書
は
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
の
書

で
あ
る
。
片
仮
名
表
記
は
意
外
に
読
み
や
す
く
、
実
用
的

で
あ
る
。
こ
の
時
代
に
は
多
く
こ
う
し
た
遺
品
が
目
に
付

く
。
た
と
え
ば
、
国
宝
「
高
信
筆
・
明
恵
上
人
歌
集
」（
京

都
国
立
博
物
館
蔵
）
や
重
文
「
片
仮
名
本
方
丈
記
」（
大

福
光
寺
蔵
）
な
ど
は
好
例
と
い
え
よ
う
。

　
明
恵
は
古
来
、
能
書
と
し
て
の
名
は
無
い
が
、
そ
の
書

は
豊
か
な
書
法
の
中
に
、
高
潔
な
人
柄
を
忍
ば
せ
る
も
の

が
あ
る
。
明
恵
の
弟
子
は
血
脈
類
に
定
真
・
霊
典
の
ほ
か

に
、
喜
海
・
高
信
・
道
澄
・
定
恩
・
円
弁
・
隆
長
・
弁
清
・

顕
晋
・
淨
弁
・
貞
真
・
証
定
・
了
弁
・
性
実
ら
を
採
り
上

げ
、
こ
れ
ら
は
「
明
恵
山
脈
」
と
見
な
さ
れ
て
い
る
（
奥

田
勲
著
『
明
恵
　
遍
歴
と
夢
』
東
京
大
学
出
版
会
）。
今
後
、

こ
れ
ら
の
人
々
の
書
を
見
出
し
、
改
め
て
明
恵
自
筆
本
と

対
比
し
て
鑑
賞
す
る
機
会
を
得
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

（
東
京
国
立
博
物
館
名
誉
館
員
　
ふ
る
や 

み
の
る
）

図
3
　
明
恵
筆
夢
記
（
陽
明
文
庫
蔵
）
部
分
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館蔵品展「一回性の美学」
4月23日〜 7月13日
・筆の動きを読み取りやすい作品を中心に展示し、

書においての「一回性」という特徴を紹介する。

企画展「おののとうふう」
7月18日〜 8月31日
・子どもにもわかりやすく小野道風を紹介。
・ワークショップを実施。

特別展「日本の金石文」
（仮称）

9月5日〜10月19日
・多賀城碑、那須国造碑、

多胡碑など、日本の代表
的な金石文を優れた拓本
で紹介する。

・講演会を実施。
「重之集をかく」
講師：馬場紀行氏　5・6月

「写本・版本・古筆切～日本文学を伝えた書物～」
講師：日比野浩信氏　5 ～ 7月

講　座
展覧会

※内容・会期等を変更することがあります。

令和7年度　スケジュール（前期）

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

常設展示　小野道風をはじめとする平安時代の書について

第44回　道風の書臨書作品募集

　道風記念館で開館当初から開催している公募展です。和様の書を創始した小野道風の偉大さを改めて考え
ていただくことを目的の一つとしており、小野道風の書だけでなく和様の書を継承し完成させた藤原佐理・
藤原行成の書も課題の範囲としています。今回も奮ってご応募ください。

［この臨書展の特長］

⃝出品料は無料です。入選作品は、当館で裏打ちして展示しますので、表装代もかかりません。
⃝審査員は、当館顧問の古筆等研究家です。一般の部は、出品者名がわからない状態で厳正に審査が行われます。
⃝審査の結果優秀に選考された作品は、収蔵品として保存します。

⃝臨書の対象　〈一　般　の　部〉　小野道風筆屛風土代・伝小野道風筆継色紙
　　　　　　　〈高校生の部〉　小野道風筆屛風土代・伝小野道風筆秋萩帖
⃝　　賞　　　優秀・秀作・入選
⃝搬　入　締　切　令和7年10月24日（金）必着

※課題の部分が決まっていますので、募集要項をご確認のうえご応募ください。

※�出品には出品票が必要です。要項・出品票をホームページからダウンロードするか、道風記念館へご請求ください。


